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                                  高齢者支援課 

 

 

港区立いきいきプラザ等機能強化検討委員会による 

「最終のまとめ」と今後の取組について 

 

 

区は、昨年５月２２日に、学識経験者や地域団体、福祉関係者等の外部委員で構成する

港区立いきいきプラザ等機能強化検討委員会（以下「検討委員会」といいます。）を設置し、

高齢者の生きがいづくりの支援、介護予防と健康づくりの支援並びに区民の相互交流及び

自主的活動の促進を図るための機能強化について検討を重ね、本年１月２２日開会の第５

回検討委員会において、「最終のまとめ」（資料３－２）が取りまとめられました。 

 

 

１ 検討委員会の概要 

（１）委員構成 

学識経験者２名、地域団体に属する者４名及び福祉関係者４名の計１０名で構成し

ました。 

（２）開催経過 

検討委員会は、全５回開催し、施設見学等を交えながら、検討内容のテーマに応じ

た方向性を議論し、第３回目に「中間のまとめ」を、第５回目に「最終のまとめ」（資

料１－２）を取りまとめました。 

 

２ 各検討テーマにおける機能強化の方向性を踏まえた主な取組 

「最終のまとめ」において検討テーマごとに示された機能強化の方向性を踏まえ、以

下の取組を進めます。 

 

（１）検討テーマ１：設置目的の検証 

ア 設置目的に沿った事業計画書及び事業実績報告書の作成 

イ 高齢者ニーズに合った施設運営及び環境整備 

ウ 高齢者の拠点として、情報発信していく機能の充実 等 

 

（２）検討テーマ２：利用状況等の分析 

ア データ等に基づく効果的な施設運営 

イ 利用者状況の把握及び分析できる仕組みの構築 

ウ 施設の特徴や地域特性に応じたサービス提供の充実 

エ 利用者が施設を選択できるよう情報提供の充実 等 

 

 

令和８年３月２７日 資料№３ 

保 健 福 祉 常 任 委 員 会 
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（３）検討テーマ３：敬老室、浴室の運用の考え方 

ア 個人利用によるコミュニティ形成の場となる運営 

イ 利用したい人が気持ちよく利用できる環境整備 

ウ 全施設で統一した基本的なルールの設定 

エ 浴室の柔軟な利用時間、曜日の設定 

オ 利用者の他事業への誘導 等 

 

（４）検討テーマ４：世代間交流事業の拡充 

ア 多世代及び地域との交流の活性化を図り、コミュニティ機能を強化 

イ コーディネート機能を強化し、交流プログラムの内容の質的向上 

ウ 男性が参加しやすい事業の創出 

エ 地域活動団体との連携強化と誰もが参加しやすい地域活動の場の創出 等 

 

（５）検討テーマ５：災害発生時等の役割 

ア 区民避難所であることの啓発 

イ 日常的な利用者への啓発 

ウ 近隣の区有施設等との連携を深め、効果的な災害対応体制の強化 等 

 

（６）検討テーマ６：配置の考え方 

ア 長期的視点に立った施設配置の考え方の検討 

イ サービス内容とともに交通アクセス情報に係る広報の拡充 

ウ 近接する区有施設との機能連携やトレーニングマシンの設置の有無などの役割 

分担の調整 

エ 計画的な改修時における利用者への影響を最小限に留めるための取組 等 

 

３ 今後の取組 

検討委員会が示す各機能強化の方向性について、区は、短期的に対応可能な事項や

中長期的な視点での検討が必要な事項など、それぞれの内容等を精査し、必要に応じ

て指定管理者も交えながら、順次検討を進め、段階的に対応していきます。 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

令和８年４月  短期的課題等への対応を反映した管理運営の開始 

以降、段階的に機能を強化 

７月  第１回 検討委員会（区の対応の進捗状況等について） 

令和９年１月  第２回 検討委員会（令和９年度事業計画等について） 
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１．港区立いきいきプラザ等の機能強化検討について 

（１）港区立いきいきプラザ等の機能強化検討の目的 

区の総人口は、港区人口将来予測＜令和７（2025）年度改定版＞によると令和 32（2050）

年には、令和７（2025）年比約 138.9％の約 37 万２千人まで増加すると推計され、特に老

年人口は対令和７（2025）年比で約 1.9 倍となる見込みであることから、多様化する高齢

者ニーズに対応するための環境整備が不可欠です。 

港区立いきいきプラザ、港区立児童高齢者交流プラザ及び港区立台場高齢者在宅サービ

スセンター内のふれあい団らん室（以下「いきいきプラザ等」といいます。）は、こうした

高齢者ニーズに直結する施設で、地域の拠点として、更なる機能強化に向けた検討が必要

です。このため、区は、学識経験者や地域団体、福祉関係者等の外部委員で構成する港区立

いきいきプラザ等機能強化検討委員会（以下「検討委員会」といいます。）を設置し、高齢

者の生きがいづくりの支援、介護予防と健康づくりの支援並びに区民の相互交流及び自主

的活動の促進を図るための機能強化について検討を進めました。 

 

（２）検討テーマ 

 検討委員会では、いきいきプラザ等の機能強化のため、各施設の利用者懇談会や意見箱

等の利用者の声に加え、港区議会での質疑内容や区の広聴部門に届く意見等の区に寄せら

れていたキーワード等を受け止めるとともに、高齢者を取り巻く社会環境の変化などを踏

まえ、６つの検討テーマを設定しました。 

このため、いきいきプラザ等の利用者像などを各施設の利用状況や利用者意見の分析、

各事業の検証などから、機能強化につながる取組を検討しました。 

  

検討テーマ１：設置目的の検証 

生きがい、介護予防、コミュニティの事業の実施状況及び成果等の検証を進める仕組み

を構築し、施設の設置目的に沿った事業等の機能強化 

 
検討テーマ２：利用状況等の分析 

利用実績等の分析を進め、利用者層や利用状況を把握し、的確な周知につなげ、施設利

用や事業運営に反映させていく機能の強化 

 
検討テーマ３：敬老室、浴室の運用の考え方 

敬老室及び浴室は、個人の利用であるため、公共の場として、気持ちよく使ってもらえ

る運用の考え方を一定程度整理し、より多くの人に利用いただく機能の強化 

 
検討テーマ４：世代間交流事業の拡充 

いきいきプラザ等を地域の拠点として、世代間交流事業や健康をキーワードとした健

康寿命の延伸等に係る取組（健康増進事業）の強化 

 
検討テーマ５：災害発生時等の役割 

いきいきプラザ等は、区民避難所であることを踏まえ、利用者や地域に向けた災害発生

時の役割や対応に係る啓発の機能強化 
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検討テーマ６：施設配置の考え方 

既存施設の配置状況について、交通アクセスや起伏、他の区有施設との調和を含めた 17

施設の現状を把握した上で、最適な施設配置の考え方を整理 

（３）検討体制 

 高齢者人口増を始め、多様化する高齢者ニーズへの対応として、いきいきプラザ等の機

能をこれまで以上に発揮し、区民に信頼され、喜ばれる地域拠点に向け、機能強化を検討

するための委員会を設置しました。 

 

＜委員名簿／令和８年１月２２日時点＞ ◎委員長 〇副委員長 

学識経験者 ◎ 野 呂 千鶴子 国際医療福祉大学大学院 教授 

○ 鈴 木  宏 幸 東京都健康長寿医療センター研究所 研究副部長 

地域団体    太 田 則 義 チャレンジコミュニティ・クラブ 企画部会長 

              菅 家  厚 子 介護予防リーダー 

              杉 山 厚 子 港区老人クラブ連合会 会長 

                     千 秋  正 子     公益社団法人港区シルバー人材センター 副会長 

福祉関係者     加 藤  三 奈     社会福祉法人港区社会福祉協議会 地域福祉係長

              田 中  泉      港区民生委員・児童委員協議会 会長 

栃 堀 賀 江     港区立介護予防総合センター 副センター長 

野 口 真 美     芝浦港南地区高齢者相談センター 職員 

 

（４）検討委員会の開催状況 

 検討委員会は、全５回開催しました。 

 第４回の検討委員会では、中間のまとめとして、検討テーマ１から検討テーマ５までに

ついて今後の基本的な取組の方向性を整理しました。 

 なお、検討テーマ６については、第４回の検討委員会で集中的に議論を深め、最終のま

とめに向け、検討を進めました。 

 

＜検討委員会の開催状況＞ 

・第１回検討委員会 令和７年 ５月２２日(木) 会場：区役所９階会議室 

・第２回検討委員会 令和７年 ７月２４日(木) 会場：神明いきいきプラザ 

・第３回検討委員会 令和７年 ９月 ４日(木) 会場：ありすいきいきプラザ 

・第４回検討委員会 令和７年１１月１７日(月) 会場：青山いきいきプラザ 

・第５回検討委員会 令和８年 １月２２日(木)  会場：神応区民協働スペース 
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２．いきいきプラザ等の概要 

（１）いきいきプラザ等の施設概要 

 いきいきプラザ等は、高齢者の生きがいづくり並びに介護予防及び健康づくりを支援す

るとともに、区民の相互交流及び自主的活動の促進を図り、もって区民福祉の増進に寄与

することを目的としています。 

事業内容は、高齢者の生きがいづくりの支援に関すること、介護予防及び健康づくりの

支援に関すること、区民の相互交流及び自主的活動の支援に関すること、高齢者の利用に

供するため敬老室等を無料で公開すること、プラザ施設の利用に関することとしています。 
 

＜施設概要＞                 ※令和７(2025)年度港区行政資料集より抜粋 
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（２）いきいきプラザ等の利用状況 

①施設別・地区別利用者数 

 令和６年度の施設別利用者数は、最

も多いありすで 12 万人、最も少ない台

場で１万人となっております。 

 地区別では、多い順に麻布地区、芝

地区、高輪地区、芝浦港南地区、赤坂

地区となっています。 

 

 

 

 

 

 令和６年度施設別利用者数のデータ

により、19 施設の利用者数の合計と港

区の 60 歳以上人口の推移を比較する

と、施設利用者の大部分を高齢者が占

めていることが確認できます。 

 なお、施設利用者数は、コロナ禍で

落ち込んだ利用者数は回復傾向にある

ものの、全ての地区でコロナ禍前の水

準に達していません。 

 

 

②現在の利用実績の把握状況 

 利用実績は延べ人数での把握であり、敬老室、浴室、喫茶コーナー、個人利用だけでな

く、いきいきプラザ主催講座や貸室利用の人数も全て含まれるなど、取組・サービス毎の

利用者数は把握できていません。 

 利用者の属性（例：居住地区、年齢層）を把握するためには、利用状況を把握するための

入館管理システム等の導入が必要になります。 
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（３）個人利用施設（敬老室・浴室）の利用状況 

①設置状況 

 敬老室と浴室の設置状況について、敬老室は、17 施設/19 施設中、浴室：17 施設/19 施

設中となっています。 

 令和６年度の 17 施設における浴室利用者数の合計は、令和４年度比 5.3%増加していま

す。施設別の利用者数は、週７日営業しており、1 日当たりの営業時間も長い港南が突出し

て多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②敬老室・浴室に関する利用者の声 

 区民の意見（利用者懇談会）では、敬老室・浴室について次のような意見が見られまし

た。敬老室に関する主な意見では、サービス面への要望は少ないものの、施設面での改善

要望として、敬老室に備え付けている物品（囲碁等）の充実に対する要望が見られます。 

 浴室に関する主な意見は、利用ルールに関することや利用できる時間、曜日への要望が

多く見られます。 

 

＜敬老室に関する主な意見＞        ＜浴室に関する主な意見＞ 

 

 

  

0
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イベント・講座の内容に関
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施設の利用ルールに関す
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職員・スタッフの対応に関

する要望

設備・物品への改善要望

(意見数)

集会室等

0 2 4 6 8 10

施設の利用ルール

に関する要望

施設・講座等の開催日

・利用時間に関する要望

個人情報の取扱いに

関する改善要望

施設内環境（清掃･飾り

つけ等）への改善要望

設備への改善要望

利用者等アンケートに

関する改善要望

(意見数)

浴室
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（４）事業・プログラム別の利用状況 

①各サービスへのニーズ傾向 

 各サービスに関するニーズ（懇談会等）の分析では、イベント・講座の内容については、

「生きがい」に関する要望が多くなっています。施設・講座等の開催日・利用時間に関する

要望については、「介護予防」に関する取組が多くなっています。 

   ＜各サービスに関するニーズ（懇談会等）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②世代間交流事業や健康増進事業の実施状況及び利用状況 

 世代間交流や健康増進事業に関する取組は、各施設での実施数が少ない傾向にあるため、

要望については、少ない状況です。 

 各施設での世代間交流事業、健康増進事業としては、主に次のような取組を実施してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 25 50 75 100 125

イベント・講座の内容に関する要望

施設・講座等の開催日・利用時間に関する要望

施設の利用ルールに関する要望

施設・講座等の予約・抽選に関する要望

設備・物品への改善要望

イベント・講座の運営全般に関する要望

イベント・講座の運用ルールに関する要望

運営全般に関する改善要望

職員・スタッフの対応に関する要望

コロナ等感染症対策・熱中症対策への要望

個人情報の取扱いに関する改善要望

施設内環境（清掃･飾りつけ等）への改善要望

設備への改善要望

利用者等アンケートに関する改善要望

(意見数)

生きがい

介護予防

コミュニティ

施設全般

＜世代間交流事業＞ 

（主な事業）・ストラックアウト交流会（豊岡） 

      ・かるた交流会（豊岡） 

      ・国際交流イベント（虎ノ門） 

＜健康増進事業＞ 

（主な事業）・みんなといきいき体操 

      ・腰痛予防改善教室 

            ・スクエアステップ 
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（５）第三者評価の状況・利用者満足度 

①第三者評価の状況 

 麻布地区では、総体として高く評価されて

いますが、他地区では、評価のバランスが悪

く、改善が求められています。 

 全 17 施設の平均満足度は 92.7％となって

おり、青南 98％を最高として全施設が 90％以

上となっています。利用者との密接なコミュ

ニケーションと継続的なサービスの向上によ

り、利用者の満足度は概ね高くなっています。 

 

 

 

②運営に関する利用者意見等 

  いきいきプラザ等では、利用者懇談会を開催し、利用者からの意見等を聴取しています。

運営については、「イベント・講座の内容に関する意見等」が最も多くなっています。その

ほか「喫茶・ランチに関する意見等」「情報受発信の方法に関する意見等」も多く寄せられ

ています。 

 

 ＜いきいきプラザ利用者懇談会での運営に関する意見等＞ 

 
  

0 5 10 15 20

イベント・講座の内容に関する要望
運営全般に関する改善要望

喫茶・ランチに関する要望
情報受発信方法に関する要望

イベント・講座の運営全般に関する要望
施設・講座等の予約・抽選に関する要望

利用者マナーに関する要望
コロナ等感染症対策・熱中症対策への要望
施設・講座等の開催日・利用時間への要望

施設の利用ルールに関する要望
職員・スタッフの対応に関する要望

設備への改善要望
利用者等アンケートに関する改善要望

イベント・講座の運用ルールに関する要望
施設への改善要望

施設内環境（清掃･飾りつけ等）への改善要望
設備・物品への改善要望

(意見数)

芝 麻布

赤坂 高輪

芝浦港南
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（６）災害時における利用・対応状況 

①区民避難所としての指定状況 

 区では、区民避難所（地域防災拠点）として、区立の小・中学校だけでなく、いきいきプ

ラザや区民センター、子ども中高生プラザなど、57 か所の区有施設を指定しています。 

 全いきいきプラザを区民避難所（地域防災拠点）、台場高齢者在宅サービスセンターを福

祉避難所に指定しています。 

②災害対応の取組状況 

 区民避難所（地域防災拠点）に指定している施設の指定管理者とは、区と災害時協定を締

結し、実施する業務の役割分担を定めています。 

 指定管理者は、災害発生時、いきいきプラザ等の安全確認や利用者の安全確保に加え、

区の災対地区本部による指揮命令のもと、避難所運営の支援を担います。 

 また、休日、夜間等に大きな災害が発生した場合において、指定管理者は、いきいきプラ

ザ等への参集義務を負います。 

そのほかにも、事業計画書には、緊急時・災害時の対応として、以下の点を管理運営計画

に位置づけています。 

・緊急時対応マニュアルの整備と訓練を定期的に実施し、職員の対応能力向上を図る。 

・夜間・休日等の緊急対応体制を整備し、警備会社や関係部署と連携して迅速な対応を

行う。 

・災害時には、区や消防署、警察署などの関係機関と連携し、人命の確保と被害の最小

化に努める。 

 

③災害時利用に関する区民の声 

 区民からは以下の要望・意見が出されています。 

 

■施設に関する意見 

・避難所として使うのに、洋室だと不衛生ではないか。 

・館内の表示にわかりにくい箇所がある。避難経路についても改めて教えて欲しい。 

・神応いきいきプラザの体育館への動線が非効率的（エレベーターでの昇降）。 

 

■運営に関する意見 

・避難訓練はその時間にいる人は必ず参加するのか。強制参加が良いのではないか。 
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（７）施設アクセス・配置の利用面での現状 

①利用圏域 

 高齢者が徒歩 15 分程度で歩くことができるとされている 800m 圏内で、いきいきプラザ

等の圏域を描くと概ね区全域をカバーしている現状です。 

②配置と利用の関係 

 港区の平面図から見ると地域のバランスを踏まえ、既存施設を効果的に活用できるよう

配置できており、港区の地域保健福祉政策の重要な基盤施設として位置づけています。 

 

 

＜施設分布状況＞ 
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３．いきいきプラザ等の機能強化の考え方 

 いきいきプラザ等の現状と課題及び検討委員会での協議結果を踏まえ、次のとおり、機

能強化の考え方を整理します。 

（１）検討テーマ１：設置目的の検証 

■現状と課題 

  いきいきプラザ等の設置目的である３本柱「生きがい、介護予防・健康づくり、コミュ

ニティ」に関する事業について、各柱を視点とした実績報告がなされていないため、各

施設でバランス良く実施されているのかなど、把握が困難な状況にあります。 

  介護予防事業について、施設間でクオリティに差がないようにカリキュラムの統一を進

めるべきであり、事業効果の検証も必要です。 

  指定管理者の評価について、地区ごとに第三者評価の実施機関が異なるため、港区全域

での総体的評価、地区間の相対評価により、港区全体として各サービスが一定水準で行

われているのかがわかりにくい状況です。 

  男性の社会参加促進、熱中症対策（給水器・扇風機設置）、デジタルデバイド対策（パソ

コン設置と使用支援）等の一層の環境整備が求められています。 

■方向性 

 いきいきプラザ等の設置目的である「高齢者の生きがいづくり」、「介護予防及び健康づ

くりの支援」、「区民の相互交流及び自主的活動の促進」を実現するため、３本柱を事業計画

の段階から項目立ての統一を図るとともに、事業実施状況を統一かつ適切に把握・評価し、

継続的な改善につなげる仕組みを構築する必要があります。 

いきいきプラザ等が地域における社会参加の拠点として機能することで、介護予防や健

康づくりの取組を補完する役割を担うことが期待されます。 

また、施設間でのサービス格差を解消し、区内全体で一定程度のサービスを提供できる

体制の構築を目指したうえで、各いきいきプラザ等の施設特性を効果的に生かしつつ、高

齢者特有のニーズに対応した環境整備を推進するなど、高齢者が安心して利用できる施設

運営につなげていくことが必要です。 

 コロナ禍前の食の取組は、運動事業への参加が難しい高齢者にとって、外出する良い機

会であり、世代間交流の発展にも期待できることから、会食の利点を生かした事業展開が

必要です。 

 高齢者の重要な活動拠点として、文化的な生活にも貢献する施設運営を目指し、デジタ

ル活用支援員の配置によるスマートフォン等の操作への支援や熱中症対策の環境整備など、

高齢者の安全・安心を支える施設運営を継続して進めていく必要があります。 
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（２）検討テーマ２：利用状況等の分析 

■現状と課題 

  コロナ禍による施設の利用制限等によって落ち込んだ利用者数は回復傾向にあるもの

の、全ての地区で、利用者数などの実績がコロナ禍前の水準に戻っていません。 

  利用実績は延べ人数の把握のみであり、取組やサービスごとの利用者数は把握できてお

らず、利用者の属性（居住地区、年齢層）も把握できていません。 

  いきいきプラザ等で実施している事業等を知らない区民が多いと考えられます。新規利

用者が少なく、各施設の特色や利用方法も分かりにくいことから、パンフレット等の情

報発信が不足しているのではないかと考えられます。 

  利用者アンケートの設問が、施設や地区によって異なっており、統一的なデータの収集・

分析体制が整備されていません。 

  講座や教室等の定員不足、改修時の代替スペース確保等の運営上の課題があります。 

■方向性 

コロナ禍による利用者数減の回復を図るとともに、施設の利用状況や利用者ニーズを詳

細に把握し、データに基づく効果的な施設運営が求められます。現在の延べ人数による利

用者数の把握に加え、利用者属性や利用目的、満足度等を詳細に分析できる仕組みの構築

が必要です。 

今後、入館管理システム等の導入により蓄積される利用データを活用し、利用者層や参

加行動の傾向を分析することで、施設の特徴や地域特性に応じた事業設計や参加促進の取

組につなげていくことが期待されます。また、将来的にはＡＩ等を活用したデータ分析に

より、利用ニーズの把握や効果的な事業運営への活用も検討していくことが望まれます。 

講座や教室の実施に当たっては、継続利用者が多く、新規利用者が参加しづらい状況へ

の対応や夕刻から夜間にかけての開催などの工夫とともに、事業の効果測定や各館共通の

評価体系の構築も必要です。 

 利用者アンケートの実施に当たっては、統一すべき設問を整理し、継続利用者のみなら

ず不満層の意見も収集できる仕組みを構築するなど、多様化とともにニーズの変化にも柔

軟に対応しつつ、データに基づく施設運営の推進につながる検討が必要です。 

また、従来の広報紙や区ＨＰに加え、デジタル回覧板やＳＮＳ等の活用、ケアマネジャー

や訪問看護師への情報提供など、多角的なアプローチにより施設の認知度向上と新規利用

者の掘り起こしを図るなど、いきいきプラザ等の認知度向上と適切な施設選択を支援でき

るよう検討が必要です。 
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（３）検討テーマ３：敬老室、浴室の運用の考え方 

■現状と課題 

  敬老室について、麻雀セットの購入、麻雀サロンの開催など、利用に関連して多くの要

望があります。 

  浴室の利用について、一部施設では常連の利用者が多く新規利用者が入りにくい雰囲気

や、一番風呂を利用したい人がいるなど、利用者間での暗黙のルールが存在するほか、

一人で浴室を独占する利用者もおり、体調面なども含め安全管理上の懸念が生じていま

す。 

  浴室の利用者からは、利用マナーの指導や利用時間延長等の要望が多くあり、週３日・

同一曜日の開設について、曜日の分散や開設日の増加を求める声も寄せられています。 

  浴室の延べ利用者数は多いものの、実際の利用者数（実利用人数）は確認できておらず、

常連ではない人が行きにくさを感じているという声も出ています。高齢化による排泄ト

ラブルも新規利用者が入りたがらない要因となっており、職員の見回り体制の強化など

が必要です。 

  浴室のみの利用者を他の事業等の参加につなげる取組を考える必要があります。 

■方向性 

 敬老室及び浴室は、個人利用が中心となるため、公共施設として公平性と快適性の確保

とともに、コミュニティの形成につながる場となるよう、新聞や雑誌等の配架などの情報

提供、発信機能の充実などの環境整備が必要です。 

現在、新規利用者が利用しづらいとの意見があり、こうした声を減らす取組の推進とと

もに、設置目的をわかりやすく明示することで、継続利用者も含め利用する区民が気持ち

よく利用できる環境の整備が求められます。浴室における体洗い、入浴時間、利用マナー等

について、統一的なルールのもと、各施設での掲示や利用ガイドの配布により、すべての利

用者が快適に利用できるよう、環境づくりの検討が必要です。敬老室及び浴室の写真や利

用可能時間、予約方法、設備内容等を記載した利用ガイドを作成し、区の広報紙・ホームペ

ージに掲載するほか、口コミやＳＮＳを活用し、区民が利用したい施設をより選択しやす

くなるよう情報提供することも必要です。 

また、利用者の多様なニーズに応えるため、地域特性や施設設備の制約を踏まえ、統一し

た基本的な運用ルールの検討を進め、それぞれの施設の運営体制を強化していく必要があ

ります。 

特に、浴室については、見回り体制などの安全性を確保した上で、利用時間や時間帯、曜

日、開設日等の柔軟なサービス提供を検討するとともに、利用者を他の事業へ誘導する仕

組みの構築により、いきいきプラザ等の活性化と利用者の社会参加を促進していく必要が

あります。 
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（４）検討テーマ４：世代間交流事業の拡充 

■現状と課題 

  世代間交流事業の実施は、複合館と単独館では実施状況の差が大きいため、更なる工夫

が必要です。 

  いきいきプラザ等は、高齢者が通う場所という認識が強く、60 代からはまだ早いと感じ

られており、幅広い年齢層による利用促進が求められます。また、特に男性は家にこも

りがちになる傾向があり、男性も参加したいと思える事業を増やす必要があります。 

  介護予防事業について、施設によって質に差が生じている場合があります。また、元気

塾は実施規模が小さく実施していない施設もあり、実施している施設の参加率も 50%未

満と低調です。 

  健康長寿アプリ「チャレンジみなと」の普及を加速させ、地域活動に参加しない高齢者

をどう引き出すか、個別のアプローチや声かけなどの工夫が必要です。 

  社会福祉協議会が行っている車椅子の貸出し事業（車椅子ステーション）について、い

きいきプラザ等の施設規模などにより協力状況に差が生じています。 

■方向性 

 いきいきプラザ等は、高齢者施設としてのイメージが強いため、60 代からの早期利用促

進と世代間交流の活性化を通じて、地域コミュニティの拠点としての機能を更に強化して

いく必要があります。複合館の特性を活かした世代間交流の推進とともに、単独館におい

ても近隣施設との連携により交流機会を創出し、世代間交流事業の目的を明確にして、地

域全体での支え合いの仕組みを構築する必要があり、区の施策として位置づけ、専門的な

コーディネート機能の強化も重要です。 

世代間交流の取組は、いきいきプラザ等が仲介役としての役割を担い、交流イベントに

とどまらず高齢者が地域の中で役割を持って関与する活動として展開することにより、交

流の継続性や地域への貢献意識の向上とともに、高齢者と子ども等が「人」としてつながる

関係性の構築に期待できます。例えば、読み聞かせ活動や学習支援など、高齢者が地域社会

に貢献する形の取組は、世代間交流と社会参加を同時に促進させる可能性があります。 

また、各施設間での成功事例の共有や見える化を図り、行政の縦割りを解消する明確な

窓口機能を整備することや e スポーツなどを取り入れた世代間交流事業の充実を図り、質

的向上と新たな利用者層の獲得を推進するとともに、男性の参加促進のため、図書館との

連携による学習プログラムや「男の料理教室」等の拡充にも取り組む必要があります。 

さらに、港区社会福祉協議会等の関係団体のほか、民生委員・児童委員、老人クラブなど

の地域活動団体や高齢者相談センターとの連携を深め、保育園や小学校等の教育機関への

積極的な働きかけ、地域で孤立しがちな高齢者へのアウトリーチ機能を強化し、健康長寿

アプリ「チャレンジみなと」の普及なども推進することによって、誰もが参加しやすい地域

活動の場としての役割を果たしていくことが必要です。 
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（５）検討テーマ５：災害発生時等の役割 

■現状と課題 

  いきいきプラザ等が災害時の拠点として活用されることについて、区民への周知や役割

の啓発が十分に行き届いていないと考えられます。 

  区民避難所（地域防災拠点）として有効にいきいきプラザ等が機能するよう、周辺の区

有施設との機能分担についての検討が必要です。 

  いきいきプラザ等で実施する防災や災害時等の対応に関する区民向けの啓発は、一部の

施設では実施されているものの、更なる拡充が必要です。 

 

■方向性 

いきいきプラザ等の機能の更なる啓発の一つとして、区民避難所（地域防災拠点）である

ことを区民・利用者に一層周知することが重要です。さらに、検討テーマ４（世代間交流事

業の拡充）の取組の推進は、平時からの交流が有事の助け合いにつながる視点でも有効で

あり、地域や世代間での交流を一層推進することは、災害時における自助、共助への貢献に

大きく期待できます。 

災害時に実効性のある避難所機能を発揮できるよう、日常的に利用者への啓発活動や実

践的な避難訓練を実施するなど、災害対応力の向上に取り組む必要があります。 

また、各施設の収容力や設備条件を踏まえた役割分担を明確化し、近隣の他区有施設と

の連携を深め、地域全体でより効果的な災害対応体制を強化することが求められます。 

さらに、高齢者特有の避難支援ニーズなどを踏まえ、避難所の運営環境の向上に努めて

いく必要があります。 
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（６）検討テーマ６：配置の考え方 

■現状と課題 

＜施設配置関連＞ 

  区では、徒歩 15 分の「800m 圏域」を目安に施設を整備してきましたが、徒歩 10 分の

500m 圏域でみると空白地域が生じています。また、六本木など、一部の地域ではいきい

きプラザが不足しているとの意見も出ています。 

  施設の老朽化が進んでいる建物は、設備や機能を有効に活用できるよう検討が必要です。 

  民間施設の借上げなどにより、活用することも検討すべき課題です。 

  高齢者相談センターを中学校区といった生活圏で配置する考え方もあり、いきいきプラ

ザ等に適した考え方となるよう見直す余地があります。 

＜アクセス関連＞ 

  坂が多い地域等、交通アクセスの改善を求める声が寄せられています。 

  車椅子用の駐車場が少ない施設があり、利用しづらいとの声が出ています。 

  敷地の広いタワーマンション等の居住者は、施設までの移動に時間がかかり、遠いと感

じる場合があります。 

＜施設設備関連＞ 

  建物の老朽化や安全上の問題（エレベーター工事不可など）が生じています。 

  高輪いきいきプラザは狭く、高齢者数が多い高輪地区のニーズに応えきれていないとの

声があります。 

■方向性 

港区の地形特性や人口分布の変化、施設の老朽化状況等を総合的に勘案し、長期的視点

に立った配置の考え方を検討する必要があります。 

坂道の多い地域特性や公共交通網の整備状況を踏まえ、これまでの 800ｍ圏域にとらわれ

ず、高齢者の利便性を踏まえた考え方や他施設の利用の可能性などの整理が必要です。 

各施設の立地条件や規模特性を活かした戦略により、区民が利用目的に応じて適切に施

設を選択できるよう、サービス内容とともに交通アクセス情報の広報の拡充も必要です。 

なお、効率的なサービス提供を実現するため、近接する区有施設との機能連携やトレー

ニングマシンの設置の有無など役割分担を進め、重複する機能を避けながら各地域に必要

なサービスを確保できるよう調整が必要です。 

また、施設の計画的な改修時には、ユニバーサルデザインの観点への配慮をはじめ、工事

期間中の機能を可能な限り維持できるよう、近隣の他施設における事業数や定員等の増加

など、地域との連携を含め利用者への影響を最小限に留めるための取組も求められます。 

施設の新設に当たっては、土地確保の課題もありハードルは高く、民間ビル等の借上げ

も一つの手法と考えられます。今後、地区ごとの健康度のデータを考慮した配置の考え方

の検討に加え、ＡＩを活用し、介護予防や健康づくりの取組状況などの分析にも期待しま

す。 
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